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岩手県南部養蚕濃密地帯における複合化のための良質米安定多収生産の対応技術

畠山 貞雄・荻原 武雄・・ 宮部 克己
*・
・ 新毛 晴夫

中・・ 伊藤 公成
*ネネ

・ 徳山 順一
機構

/岩手県立濃嗣に調険場県北分場
鶉 脊誠駿

ξ曇置但堡喜整裏)手ヽ県立農業試験場・機*花巻農業i

Countermeasure Technique to Production of Rice Grain Improved Quality in
Southern Sericultural Region of Iwate Prefecture

Sadao H,qreroyaue, Takeo OcIwARxl Katsumi MTyABE*1 Haruo SruNre**,
K6sei lro*** and Junichi ToKUyAMA****

/ Kenpoku Branch, Iwate-ken Agricu.ltural Experiment Station.*Kennan Branch, Iwate-ken
I Agriorltural Experiment Station . *lwatr 

- ken Agrrcultural Experiment St€tion. **Tlanamaki

\ Agricultural Extension Service Station '**t*Agricu.ltural Production and Extersion Section
\ of lwate-ken Government Office

、

１

‐

‐

′

ノ

一関市弥栄地区は北上川下流農業地賊の中でも養蚕濃密

地帯であり,主要作目は水稲と養蚕,タ バコ,及び畜産で

ある。経営類型では,稲専作が32%,次 いで水稲 +養蚕18

%,水稲+肉牛15%,水稲十養蚕 +肉牛 8%と 水稲を中心

とした養蚕と畜産の複合経営である。

近年 ,こ の地域は養蚕の多回育経営による専作化,規模

拡大が進展しているが,一方養蚕によって生ずる多量の廃

条蚕沙の投棄,有機物施用量の不足による地方の停滞,労
働力の季節的繁閑等の問題が生起している。水田部門では

基盤整備の立ち遅れや水田に対する生わら施用などで収量

は低水準に止まっている。また トヨニシ■を中心とした中

表 1 試験区の構成 (一関市弥栄 昭.55)

養蚕濃密地帯での年間の労働ピークは6月 下旬の春蚕上

篠期,7月 中～下旬の夏蚕上後と初秋蚕飼育,9月 中～下

旬の晩々秋蚕上篠と初冬蚕飼育の 3時期がみられる。

ことに水稲と養蚕 とは春蚕期と移植,初冬蚕飼育期と稲の

収穫との労働競合が大きい。これを解消させるための養蚕

を基調とした水稲良質米の安定多収生産の方策は次のとお

りでぁる。

苗移植栽培法のため養蚕との労働力の競合が見られ,こ の

影響で刈取の適期作業に支障をきたし, 水稲の品質低下

の素因となっている。水田利用再編対策を契機に養蚕との

労働力の競合を回避 しつつ良質米の生産拡大を図るための

技術開発に対する要望が強まり,検討の結果一応の知見が

得られたので報告する。

2  試  験  方  法

(1)試験年次  昭和54～57年

12)供試品種  ササニシキ・ トヨニシキ (比較)

(0 試験場所  現地 :一関市弥栄

岩手県農試県南分場圃場

(0 試験区の構成  表 1

(!)適用地域 北上川下流及び東南部の水稲養蚕複合地

帯

0)養蚕濃密地帯における水稲の改善栽培技術体系を策

定 し養委の多回飼育との労働力競合を回避するため従来

の中苗移植方式を稚苗に変えることが有効であることを明

らかにした (中苗機械化体系省略 )。

●)この地帯の産米評価向上対策として良質米の安定多

収技術の方向を打出し,廃条堆肥の地域内循環による有効

利用と,土壌改良剤 (珪カル)の施用による安定増収高品

が

果結験試

名区 土壌タイプ
肥 量  (″ )/ 10α施

N P205 聰 0 珪カル 堆 肥

1

2

3

4

5

6

7

ササニシキ,稚苗 珪カル 200

″   ″ 珪カル 0

″  中苗 珪カル 200

″    ″ 珪カル 0

トヨニシキ

ササニシキ

グ ラ イ土

灰色低地土

グ ライ 土

30+14

48+14
48+34
25+0

H5

140
100

63

45■ 14

60■ 14
60+34
38+0

200

0

200

0

0

0

120

生わら半量 秋すき込み

0

500
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区 名

ク 当 た り (″ )

鈴
(%)

くず米
比 率

(%)

玄

全 重 ワラ重 精籾重 精 玄
米 重

く ず
米 重

容積重

`´

/夕 )

千粒重

`夕

ヽ
品  質

ササニシキ,珪カル 稚苗 200
″                      o
″      中苗 200
″                  o
ト ヨ ニ シ キ

サ サ ニ シ キ

133 1

126 4

104 3

100 4

116 6

140 7

125 0

61 9

611
478
47 0

633
73 2

621

66 8

604
525
48 6

47 7

62 3

58 8

54 1

48 3

42 5

39 6

39 0

50 0

47 2

11
16
08
05
02
07
10

107 9

98 9

109 8

103 4

754
85 1

947

19
32
18
14
06
14
21

212
204
211
209
212
20 7

211

1の 中

1の中

1の 中

1の 中～上

1の 中

1の 中
1の上

表 2 収 量

表 3 廃条堆肥の効果 (県南分場圃場 昭 56)

査調

名区 登熟歩合

牛 厩 肥

廃条堆肥

工場堆肥

10`
10′

05′

10′

05′

10′

74 9

710
71 6

74 9

59 8

60 7

質の栽培法を現地実証圃により明らかにした。

“

)具体的には,① 良質米ササニシキの共同育苗によ

る稚苗移植を中心とした栽培法により移植時期を早め春の

桑園管理,春蚕飼育との労働配分が合理的になる。

② 秋の稲刈取時期の拡大によって刈取作業と晩々秋蚕

(上後集けん)との労働競合が回避でき,初冬蚕飼育も無

理なく可能となる。これによって稲の収穫作業が適期に行

われ,収量の確保 (540″ /10α 以上)と 品質低下を防止

できる。

図 1 月別・旬別の労働配分

“

)有機質の地域内循環による地力維持増強対策として

廃条堆肥の施肥法を検討した結果,廃条蚕沙→家畜敷料→

堆肥化によって1000″ /10α の施用が堆厩肥の代替として

安全である。

い)溜池かんがい地帯では土中の有効態珪酸含量が80

“

と少なく,水稲収量停滞の一因となっているのでこれを

高めるには珪カル200″ /10′ の施用が望ましい。

0)今後地域の実状に即した水稲育苗センターを中心と

した育苗の共同化,ラ イスセンターを中心とした収穫乾燥

調整の能率化,廃条堆肥の地域内循環等の組織化を図リー

層地域複合化の成果を高めることが必要である。

4 摘     要

(1)養蚕との労働力の競合を回避した良質米の安定多収

生産技街について検討した。

(" 適用地域は北上川下流及び東南部の水稲養蚕複合地

帯とする。

“

)良質米ササニシキの稚苗移植栽培法の採用により移

植時期を早め春の桑園管理,春蚕飼育との労働配分の合理

化と,秋の稲刈取時期の拡大によって刈取作業と晩々秋蚕

との労働競合が回避できる。

●)廃条堆肥は10001夕 /10α 施用が堆厩肥の代替として

安全である。

15)珪カル200″ /10σ 施用は水稲の品質向上 ,収量向

上から効果が期待できる。
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